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頭が羽化した．不思鍍なニレに．すべてc71であ

った．型は次の通りで勘一,ナー

夏型9頭

中間型12頭

秋型1頭

3しか羽化しなかったが，中間型について述

べる．12頭とも翅表も翅裏もあまり変化がなく，

それぞれの斑紋もよく似ていたこれは夏型の

特徴である．色は第化夏ﾉ？』ひ)ように黒くはな

く，薄茶色気味である第・化夏型旱に近い色

である．翅表前翅の小白斑と赤僚色斑に関して

1露吐里伝斑紋少｜＝て現れている外縁の突出は
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は，小白斑は小さいのが見られる．赤燈色斑は黒色斑紋として現れている外縁の突出は

秋型ほどではないが，はっきりと現れている．秋型の特徴である翅喪の斑紋は第一化夏

型旱に近いが，より明確である．羽の長さ（体長を含む横幅の半分）は
第一化夏型c7110頭の平均40.1mm

今回第二化中間型ざ'10頭の平均43.2mm

であった．秋型は中間型よりもさらに長いので，この点でも中間型である‐

また今回羽化した第二化夏型ダ9頭の羽長の平均は40.7rnmだった．よってc7'については

第一化夏型

第二化夏型

第二化中間型の順に長くなっている．

今回の飼育結果から判断すると，中間型を経て，夏型から秋型へ少しづつ移行が行われ
ると思われる．夏型は個性が少なく，秋型は個性的である

(たにがわだいかい）

編集後記

▽遅くなりましたが43号をお届けします．本会も本年で創立30年になります
業をと思っていますが，震災の後始末が残っていますのでどうなりますか？
本年度の会費も2000円です．同封の振替用紙で早めにお願いします．

何か記念事
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